
Eco-DRRデジタルデータベースを利用した
水害伝統知の教育普及

河川情報センター研究助成 研究成果報告会

小倉拓郎1*・水野敏明2・島本多敬3・山内啓之4・
片山大輔5・八反地剛6・濱口貴仁5・木下七海6

1*一橋大学, 2滋賀県琵琶湖環境科学研究センター, 3滋賀県立琵琶湖博物館, 
4立命館大学，5元・琵琶湖博物館, 6筑波大学

1



2



猿尾
18Cごろから使われていた水制工

案内板
1基の猿尾が

この地域で伝承されていた
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Echi Riv.
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はじめに：洪水リスクの増大

• 前例のない気候変動により世界的に洪水発生頻度が増加（IPCC, 2021）

⇒降雨強度の上昇により、世界中で地すべりや洪水などの災害が多発
（Fowler and Hennessy, 1995; Alfieri et al. (2015); Alifu et al. (2022））

• 日本においても、近年毎年のように洪水が発生し、
人々に人的・経済的被害をもたらしている
（Hazarika et al. (2016); Juárez et al. (2021); Zhang et al. (2011)）

⇒侵食・運搬・堆積を含む土砂の大量生産・移動プロセス（Oguchi et al., 2001 他）
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はじめに：伝統的治水施設の価値とその喪失

• 日本の代表的な伝統的な治水対策:例:霞堤（信玄堤），輪中など
⇒日常（生活基盤・生態系保全機能）+非日常（洪水制御）の組み合わせ

• Eco-DRR (Eco-Disaster Risk Reduction

：生態系を利用した防災減災) の考え方

により、再評価が進行している

⇒生態系や地形を含む自然のプロセスの

活用（Viglione et al. (2014) ほか）

©朝日新聞滋賀県長浜市・高時川

氾濫原
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Eco-DRR施設

• Eco-DRR施設（霞堤と付帯する氾濫原など）（瀧ほか, 2021; Teramura and Shimatani, 2021)

⇒洪水時の減災機能と平常時の農業生産や生態系保全機能を相互補完する
洪水時:侵食等に対する減災効果、肥沃な土壌の供給
平常時:耕作、湧水や薪炭の供給、環境学習の場 など

(Teramura and Shimatani, 2021より引用)
湧水の供給（井） 霞堤内部の農業
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Eco-DRR施設をとりまく諸問題

• 都市化に伴う土地改変や消失
⇒伝統的な水害に対する知恵（水害伝統知）を知らずに

地形改変を行い、かえって災害リスクが上がってしまう

• 農山村から都市部への人口移動や高齢化
⇒水害伝統知を知る人々が地域に住まわない，地域環境に関心がない

ダム建設などにより水害発生頻度が相対的に低下し、
生きている間に水害経験がないケースも

• ⾧期放置による過剰な植生被覆

⇒Eco-DRR機能の低下，Eco-DRR施設の存在や位置・分布そのものが忘却の彼方に
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本研究の目的：過去の水害伝統知を”可視化”する

• 位置・分布を可視化する
高精細地形測量（UAV-LiDARなど）や歴史資料（村絵図や古文書）を用いた
Eco-DRR施設の位置・分布のプロット，大きさの計測
⇒学際的調査手法の比較を通じて統合的アプローチの有効性を評価する

• Eco-DRR機能を可視化する
河床変動（氾濫）シミュレーションを用いた過去や未来の洪水の検証

• 人々の知恵を集約して可視化する
実際にEco-DRR施設が機能していた記憶がある住民からの話をまとめる

• 可視化した水害伝統知を継承する
データベースの構築，教育・アウトリーチ活動を通したわかりやすい発信
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・博物館展示
・学校教育

地理空間情報を活用した
水害伝統知の教育普及

愛知川流域Eco-DRRデジタルデータベースの構築
忘却の彼方にある水害に対する伝統的な知恵を可視化する

河畔林

氾濫原

霞堤

山地斜面の
植林

自然科学・人文科学の両面から
Eco-DRR機能の検証

聞き取り

地表面点群河畔林点群

UAV-LiDARで河畔林の下の地形を抽出

V
R

3Dプリント

全体の構想

歴史資料 10



対象地域概要：滋賀県東近江市・愛知川（建部北町・河辺いきものの森）
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愛知川の洪水史 破堤（土田，2009より）

1870’s
1880’s

1890’s

1910’s

1920’s

1930’s

1950’s

1990’s

• 1952 永源寺ダム建設開始 ⇒ 1972 完成

• ダム建設後、水害の頻度は低下
⇒過去の水害を経験していない世代が多い
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UAV-LiDAR Old map

Interviews Field surveys

方法
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UAV-LiDAR Old map

Interviews Field surveys
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方法

• 地形学的手法以外の

人文社会科学アプローチも組み合わせた

猿尾の位置や分布の復原を実施。

⇒手法の比較検討を行う
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結果・考察
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色

機械学習で分類

高さ

地表のみの点群
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①UAV-LiDARによる凸地形の可視化

5 m

地表のみの点群
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DTMから凸地形を抽出
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②歴史資料（絵図）との比較

1874年発行の地図（土木施設を表す図）には猿尾の位置と大きさが書いてある
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幅 : 3.6 m 
長さ : 363.6 m
高さ : 1.5 m
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計測成果と絵図を比較する

•幅と高さ ⇒氾濫の際に破堤せずとも

土砂が供給され堆積した？

⇒付近で破堤に至った水害 (1896, 1913, 1953)

あたり？
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③地域住民への聞き取り調査

• 土地所有者は猿尾の存在を1基しか認知していなかった

• 昔から知っている猿尾の大きさは、子どもの頃と変わっていない

• 愛知川の洪水で、水がどう流れてきたかについては、良く知らない

• 昔ほど猿尾はない。太陽光発電が設置された場所、
工事で一部猿尾が崩れた

• 河辺いきものの森あたりは松林だった。

• 昭和42年、私有地から松を切って家の材料に使った

• 河畔林の松から松脂をとっていた
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④現地踏査の結果も踏まえた建部北町における猿尾の分布
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歴史時代の景観復原手法の比較 各手法のカバー領域と補完関係

Cf. 考古資料歴史資料聞き取り実地踏査地形測量

局地的局地～広域的局地的局地的広域的対象範囲

×△◎○○対象地域の現況・数年以内の状況時間

○◎○○△対象地域の102年単位の状況

◎○×△×対象地域の1002年単位の状況

△△○○◎微地形空間

○○○○◎土地被覆

×△○◎○地表の構造物の形態・構造

◎○△△△埋没した構造物の形態・構造

△○◎○×土地の利用法、構造物の維持管理社会

△○◎○×空間・地域の認識
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記録と記憶をつなぐには？
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教育的活動

大学の授業やイベントにおけるVRフィールドワーク
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教育的活動

博物館での特別展示・イベント
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まとめ

• 伝統的治水施設の復原には、利点欠点を補いあいながら
学際的アプローチが不可欠である。

UAV-LiDAR ⇒河畔林に埋もれた地形の高精細把握
歴史資料 ⇒過去の構造・配置の復原
住民聞き取り ⇒伝承された知識に基づく歴史や利用の補完
現地調査 ⇒物理的特徴の直接確認

• 高精細地形計測や歴史資料を併用することで、地域の水害伝統知を
新たな形で「可視化」することができた
⇒自然環境と人間社会とのつながりを可視化するための有用な手法
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研究成果に関する論文: Progress in Earth and Planetary Science

Ogura et al., (2025)  PEPS

Ogura, T., Shimamoto, K., Mizuno, T., Katayama, D.,

Yamauchi, H., Hattanji, T. (2025.06) Identification of

traditional flood control facilities concealed in the

riparian forest: a case study of the Echi River, central

Japan. Progress in Earth and Planetary Science, 12 (1),

41. doi: 10.1186/s40645-025-00715-5
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